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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs缶act

　　It1s　conven1entto　app1y　OCRto　computer1zmgpr1nted　mater1a1s　as　books　So皿e　errors　mrecogmt1on

however，wou1d　be　often　dユscovered　They　may　cause　to　take　not1ess　tme　for　correct1ons　It1s　e丘ect1ve　to

red－ucesuch　errorsmrecogn1t1onw1thcovermgmorerange　oftypesusedmN1ppoI卜go1anguage　To　do　s01t

1s　tr1ed　to　deve1op　recogn1zmg　ruby　types　for　o任一the－she1f　OCR，s　by　the　preprocessor　approach　for　ease　of

the　deve1opment　Thepreprocessorprov1des　afunct1onbyc1ass1fymgrubytypes　fromregu1arones，through

checkmg　the　area　range　of　a　type　Th1s　presents　the　preprocessor　approach　and1ts　e価ect1veness

要　　　　　約

　書物なと印刷物を電子化するには，OCR文字認識が簡便である　すべての文書に対して

正当な認識が行われることが理想であるが，誤認字が生’じるため修正には手問がかかる　こ

れまでの経験では，ノレヒ付きの文書の誤認字が顕著であった　そこで，ルヒ文字含む文書の

認字率の改善を図ることを企て，ルヒOCR機能の実現を前置処理方式によって試みた　本

方式は実現の容易さを狙った簡便な方式である　OCR本体はそのままで則置処理系におい

て文字寸法による地文とノレビの自動的な識別方法を実現する．本論文では本方式の実現方法

と有効性について述べる．

1．序　　　　　論

　0CRによる文章の電子化にあたっては誤認字が間題となる　0CRによる誤認字の問題

は，誤認字が正字と類似している字形なので気付き難いとか，ノレビに対応していないことな

とが挙げられる1）これは，日本語文の特徴として，一や一なと仮名（平／片），漢字，英字，
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記号，ルビなど多様な文字種が用いられていることがあげられる．このなかで特に，ノレビを

含む場合は認字率が低下し2），その修正の手問が間題となる

　この解決策として，最も簡単な方法は，ルビに対応しているソフトウェア製品を入手する

ことである．しかし，利用者の立場からすれぼ，安易な製品購入ぱ戒めるべきである．ノレビ

機能を求めて製品を購入すれは現行使用製品の廃棄や類似機能の製品の重複購入につなが

り，金銭上はもちろん，ファイル量等の計算機資源の無駄を招くことになる　別の方法とし

ては，既製品の内部に手を入れて改造を施することが考えられる．しかし，この方法は著作

権の間題や内部構成の知識の獲得方法なとが問題となる

　機能改造の方法は，利用者の立場から言えぼ効果が高く，実現の容易なことが基本要件で

ある．このためには，既製品内部には手を加えずに行えるものが望ましい．そこで，ルビ認

字に則置処理方式による機能改造が考えられる　この方法では，一連の処理過程（フェース）

から成るプログラム処理は，「より以前の結果が前提として行われる」という特性を利用す

るものである．つまり，既存製品の本質機能を活用するために，入カを製品外都で加工する

機能を則置処理として設げる方法である　本方法による開発では，機能の重複開発の間題は

残るが，本体には手を加えずに則置処理系だげの開発に限定され，機能改良や追加が容易に

行える．

　この特徴を生かし，本削置処理方式を既存OCRにルヒ認識機能追加の改造に適用する

ルビを含む文を前処理によってルビ部分と地文部分に分げて，別箇に0CRの入力としてそ

れぞれに認字する　前置処理では，基本的にノレヒと地文を自動的に分げる機能を実現する

この場合，技術的にはルヒと地文の自動識別方法，およぴノレヒ文の0CR認字率が問題とな

る．

　ノレビは地文と文字寸法が異なる．ノレビの文字寸法は対応する地文の1／2また1／2より小

さく，ノレヒ文字の有効面積は地文の1／4また1／4より小さい3）ことが知られている　この結

果を利用して，ノレヒと地文は自動的に分離できる　また，文字寸法は小さなくとも認字率は

変わらないことも知られている3）．これらを利用すれぼ，前置処理方式でOCRルビ機能が

実現できる．

　本稿では，前置処理方式によるOCR機能改造方法の実現性を確かめ，その有効性につい

ての評価を試みる．

　　　　　　　　　　　　　　　　2．前　置　処　理

　ルビに対応していないOCRソフトウェアでは，ノレビを地文の字と合体させて認字するこ

とが多いため認字率が低下すると考えられる　そこで，ノレヒ都分と地文を分けて認識させれ

は，OCRは両方とも通常の文と判断して認字することになる　双方の認字率は通常文の程

度が維持されると期待できる．

　OCRソフトウェァの処理方式は，　般に図1に示すように，入力部から始まり出力部ま

での連続した処理部（フェ」ズ）から成る毛5）．ソフトウェア本体に，ノレビ対応機能を設げ

るには，行域の識別を行っている本体の前処理において，ルビを認識するための機能を新た
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図1　0CRの認字方式

に設げる必要がある．しかし，本機能を外部に前置処理系として設げる方式が考えられる．

本体に対する入力を前置処理系で加工してしまい，これをあらためて入力とする．こうする

と，外部に設げた削置処理と，本体の前処理は一部処理の冗長構成となるが，前置処理が優

先される　削置処理系は処理構成上の冗長性はあるが，本体の認識に対しての影響は与えな

し・．

　削置処理系は，ノステム構成方式として適用性が良好である　既存のOCRソフトウェァ

を機能部品としてノステムの中核に据えて，特定の適用に対する機能を則置処理系として実

現する　つまり，則置処理系によって前処理部機能の増大が図れる

　本システムでは，スキャナからの出カビットマップ・ファイルを入力とする．これに基づ

いてルビと地文との別を判断する前処理を設げる．この処理ではファイノレのビット・データ

を読んで，文字域を確立させ，この大きさによってノレビか文字かを自動的に判断する．そし

て出力として2種類のビヅトマップ・ファイルを作成する．

　ノステムとして見た場合，前置処理は，文字域確定処理およぴノレヒと地文の識別処理をも

ち，0CR前処理にも文字域確定処理をもつ　この処理は，本来はノステムとしては，開発

上も実行上も単一であるへきで，冗長である　しかし，則置として独立させることができ

る．

　前置処理から2種類のファイノレを，それぞれ0CRソフトウェアに入力させることによっ

て，出力として認字した結果である地文認字ファイノレおよびルビ認字ファイノレが得られる．

　　　　　　　　　　　　　　　　3．実現性と評価

　前置処理方式による実現性及びシステム機能，つまりOCR機能についての有効性を評価

する．

3．1実現性

　ここでは，前置処理方式の実現性を確かめる．なお，試料は目本語文庫文試料1の10
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図2　ルビ文字認字率の比較（試料1）

ぺ一ジ分ルビ文字含む5455字と試料2の30べ一ジ分ルビ文字含む13916字とした．

　①ルビ文字の認字率

　試料1と試料2におげるルビ文字と地文混在する場合とルビ単独存在する場合にルビ文

字のぺ一シことの認字率を図2，図3に示す　両図ともノレヒ文字単独存在する場合の認字率

によって昇順に整列して示す．

　試料1の場合は，ノレヒ地文混在する場合のノレヒ文字認字率は19％’から63％までの範囲に

あり，ルヒ文字単独の認字率は83％から97％までの範囲にある

　試料2の場合は，ルヒ地文混在する場合のルヒ文字認字率はO％から71％までの範囲にあ

り，ノレビ文字単独の認字率は85％から100％までの範囲にある．

　②ルビ付地文の認字率

　試料1と試料2におげるノレヒ文字と地文混在する場合と地文単独存在する場合に地文文

字のべ一ソことの認字率を図4，図5に示す　両図とも地文単独存在する場合の認字率によ

って昇順に整列して示す．

試料1の場合は，ルビ地文混在する場合の地文認字率は11％から80％までの範囲にあ

り，地文単独の認字率は95％から100％までの範囲にある．

試料2の場合は，ルビ地文混在する場合の地文認字率は4．4％から88％までの範囲にあ

り，地文単独の認字率は88％から100％までの範囲にある

＊）試料1荒　俣宏：「帝都物語8」角川書店

　試料2壷井　栄：「柿の木のある家」借成杜文庫
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　以上の観察からルビも地文も本来の0CRの認字率を確保できている．

実現性は有効であると言える．

よつて， 本方式の
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図5　地文認字率の比較（試料2）

3．20CR機能の評価
　方式の有効性について評価する．

　1）評価の方法

　則置処理方式に対する評価の基準は，認字率である　認字率が高げれは高いほと性能が良

いものとする　認字率は0CR処理によって，正当に認識された文字数の対象とする全文字

数に対する割合であり，次のように定義する

　認字率＝（正当に認識された文字数／対象とする全文字数）x100％

　2）評価
　本評価は，両試料を対象にし，通常OCRによる文字認識（ルビと地文混在）と前置処理

方式を用い，ノレビ文字と地文を分離し（ルビ単独また地文単独），それぞれOCRによる文

字認識の認字率を比較する　また，認字の誤り要因について述へる

　　（1）認字率の比較

　試料1と試料2のノレビ文字と地文が混在とルビ文字，地文単独存在の場合の認字率は表

1，表2，表3に示す．

　①ルヒ文字認字率＝（正当に認識したルヒ／全ルヒ数）×100％

　②地文認字率＝（正当に認識したノレヒ付地文／全ルヒ付地文）×100％

　③統合認字率＝（正当に認識した文字数／ノレビと地文の総数）x100％

　上の結果から，ルビ文字を地文から分離して別箇に認字する前置処理方式は有効であると

言える．
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表1ルビ文字認字率の比較

試料
認字率

試料1

試料2

ノレビ地文混在の認字率
　　　　（％）

45

30

ルビ単独の認字率
　　　（％）

90

91

表2　ルビ付地文の認字率の比較

試料
認字率

試料1

試料2

ルビ地文混在の認字率
　　　　（％）

52

44

地文単独の認字率
　　　（％）

98

98

表3統合認字率の比較

試料
認字率

試料1

試料2

ルビ地文混在の認字率
　　　　（％）

87

88

ルビ単独十地文単独に認字率
　　　　　（％）

99

99

　　（2）誤り要因

　評価の結果により，ノレヒ単独認字する場合と地文単独認字する場合でも，認字率の誤りが

生じる．なぜ誤りが起こるか，またどういう誤りであるかについて分析する．誤り要因とし

て，次に例挙する．

　　　①読み取り上の問題

　ルビ文字と地文の行問域の空線に着目するため，試料の読み取り上の傾きによって，ノレビ

文字と地文とうまく分離できないことかある　つまり，取り込んだテータの回転角度によっ

て認字率が低下することがある

　　　②紙面の物理的な要因

　紙面の汚れ，雛また印刷する際にイソクによる汚れなどが文字認識に影響を与える．ノレビ

文字の寸法が小さいため，汚れなどノレビ文字の一部と認識される場合がある．例えぼ，ルビ

文字「し」のあたりに黒い点が存在すると，「じ」と誤認識されることがある．また，印刷

際にイソクの漏れによる汚れで，隣のルビ同士とつなぎ，一つの字として誤認識することが

ある．例えば，縦書きの「よう」を「真」に，「あざ」を「き」に認識される．

　　　③　解像度

　ルヒ文字は寸法が小さいため，地文文字より解像度の影響を受げる　解像度が低い場合は

分離されたルビがOCRによる文字認識する際に紙面の汚れとして無視されることがある．
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表4　「う」，「じ」，「ぼ」の誤認識

ルビ文字

rう」

rじ」

rぼ」

誤認識のパターソ

スノ，入ノ，よノ，Aノ，つネノ

・し，いレ，lMレ，んし

ぼ，ぽ

また，ルビ文字の構造による誤認識が起こることがある．例えぼ，濁点つきの「ぼ」，「ぶ」

などのようなルビ文字は濁点を無視され，「ほ」，「ふ」に認識される．「く」を「ノ」と「＼」

に，「う」を「つ」に認識される．

　　　④　縦書き文劃こ対するOCR認識特性

　文字寸法の揃った文字においても，縦書き文は誤認識される場合がある．これは，OCR

処理の特性と考える．ここでは，ノレビ文字を対象にして典型的な例を表4に示す．

4．結　　　　　論

　本論文では，文字寸法によってルヒと地文を自動的識別する機能をもつ削置処理剰こよる

ルビ0CR機能の実現方式の提案，実現方法を示し，合わせて試行システムによる実現性，

および有効性を確認した．

本機能の追加により，ノステムの0CR機能の認字率は2～3倍改善され，また90％以上

の認字率が得られるようになった．
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